
横瀬川ダム建設に伴う

２．水環境
環境影響について

資料4-②



水環境：工事中の予測

溶存酸素量

（DO）

富栄養化

（COD・BOD・Chl.a）

土砂による水の濁り

（SS）

コンクリート打設作業排水に伴う

アルカリ分の流出

水素イオン濃度

（ｐＨ）

水温

土砂による水の濁り

（SS）

ダムの供用及び貯水池の存在によ
る濁水の長期化、水温変化、富栄
養化及び溶存酸素量の減少等の
変化

ダ
ム
供
用
後

濁水処理設備からの排水及び

工事区域の裸地から発生する濁水工
事
中

環境影響の内容予測項目

予測項目予測項目

水環境：工事中の予測
SSSSの予測手法の予測手法
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水環境：工事中の予測
SSSSの予測条件の予測条件

○ダム堤体の工事濁水○ダム堤体の工事濁水
循環利用する循環利用するため考慮しないため考慮しない

○濁水処理設備からの排水○濁水処理設備からの排水
雨水濁水・湧水は処理して排水（雨水濁水・湧水は処理して排水（SS25mg/LSS25mg/L））

○裸地濁水○裸地濁水
面積が最大となる年の裸地を対象（約６万ｍ面積が最大となる年の裸地を対象（約６万ｍ２２））

○降水量・流況○降水量・流況
多様な流況であった平成８～１７年を対象多様な流況であった平成８～１７年を対象

工事期間中最大の裸地が発生している状況において、工事期間中最大の裸地が発生している状況において、
平成８～１７年の降水量・流況が生起した場合の平成８～１７年の降水量・流況が生起した場合のSSSSを予測を予測
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水環境：工事中の予測
SSSSの評価基準の評価基準

○○SSSS２５２５mg/Lmg/L超過日数超過日数

・・SSSS２５２５mg/Lmg/L：環境基準：環境基準AAAA類型相当類型相当

SSSSの予測結果の予測結果（例：ダムサイト地点・平成１（例：ダムサイト地点・平成１１１年流況）年流況）

降雨（裸地濁水）によりＳＳが上昇降雨（裸地濁水）によりＳＳが上昇
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水環境：工事中の予測
環境保全措置の検討（環境保全措置の検討（SSSS））

○○沈砂池の設置沈砂池の設置

裸地下流に設置し、土砂を沈降させる裸地下流に設置し、土砂を沈降させる

沈砂池設置対象裸地沈砂池設置対象裸地

－－工事用道路

○11,000m2地滑り対策

－16,000m2付替道路

○15,000m2土捨場

○20,000m2仮設備場

沈砂池設置裸地面積

水環境：工事中の予測
SSSSの予測結果の予測結果；沈砂池を設置した場合；沈砂池を設置した場合

（例：ダムサイト地点・平成１（例：ダムサイト地点・平成１１１年流況）年流況）

沈砂池の設置により沈砂池の設置により下流ＳＳを低減下流ＳＳを低減できるできる
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水環境：工事中の予測
ｐＨの予測手法・予測条件ｐＨの予測手法・予測条件

コンクリート打設作業排水コンクリート打設作業排水

工事区域上流工事区域上流
ＣＣＡＡ：河川水のｐＨ（実績）：河川水のｐＨ（実績）
ＱＱＡＡ：河川流量（実績）：河川流量（実績）

ダムサイト地点ダムサイト地点
ＣＣＢＢ：河川水のｐＨ（予測）：河川水のｐＨ（予測）
ＱＱＢＢ：河川流量（予測）：河川流量（予測）

ｐＨ調整設備ｐＨ調整設備
ＣＣＩＩ：処理水のｐＨ（：処理水のｐＨ（6.56.5～～8.58.5））
ＱＱＩＩ：処理水量（＝排水量）：処理水量（＝排水量）

混合計算混合計算

定期調査時（Ｈ８～定期調査時（Ｈ８～1717）のｐＨ、流量の河川に）のｐＨ、流量の河川に
ｐＨ調整設備排水（ｐＨ調整設備排水（ｐＨｐＨ6.56.5～～8.58.5）が流入したときのｐＨを予測）が流入したときのｐＨを予測

水環境：工事中の予測

ｐＨの予測結果ｐＨの予測結果（ダムサイト地点）（ダムサイト地点）
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環境基準値：6.5～8.5

建設中のｐＨは建設中のｐＨは環境基準の範囲内環境基準の範囲内におさまるにおさまる

ｐＨの評価基準ｐＨの評価基準

○ｐＨ○ｐＨ6.56.5～～8.58.5：環境：環境基準基準AAAA類型相当類型相当

4



水環境：工事中の予測
まとめまとめ

ー

中和装置によりｐＨ調整さ
れて河川へ放流されるた
め影響は小さいと予測さ
れる。

水素イオン

濃度

（ｐＨ）

○沈砂池の設置

下流河川のSSの上昇が

低減できると予測される。

降雨時には裸地からの濁
水の流入により下流河川
のSSが上昇すると予測さ

れる。

土砂による

水の濁り

（SS）

環境保全措置予測結果

水環境：ダム供用後の予測

溶存酸素量

（DO）

富栄養化

（COD・BOD・Chl.a）

土砂による水の濁り

（SS）

コンクリート打設作業排水に伴う

アルカリ分の流出

水素イオン濃度

（ｐＨ）

水温

土砂による水の濁り

（SS）

ダムの供用及び貯水池の存在によ
る濁水の長期化、水温変化、富栄
養化及び溶存酸素量の減少等の
変化

ダ
ム
供
用
後

濁水処理設備からの排水及び

工事区域の裸地から発生する濁水工
事
中

環境影響の内容予測項目

予測項目予測項目
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水環境：ダム供用後の予測
富栄養化・ＤＯの予測について富栄養化・ＤＯの予測について
○○ＶｏｌｌｅｎｗｅｉｄｅｒモデルＶｏｌｌｅｎｗｅｉｄｅｒモデル（簡易予測）（簡易予測）

横瀬川ダム横瀬川ダム 中筋川ダム中筋川ダム

富栄養化現象発生の富栄養化現象発生の可能性は低い可能性は低いことから予測対象外ことから予測対象外
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水環境：ダム供用後の予測
水温・ＳＳの予測手法水温・ＳＳの予測手法
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水環境：ダム供用後の予測
水温・ＳＳの予測手法水温・ＳＳの予測手法

気象条件

下
流
河
川
の
水
質
予
測

放流（流量）

流入

（水温・ＳＳ・流量）

沈降・堆積

移流・拡散

○貯水池水質予測モデル；○貯水池水質予測モデル；鉛直２次元モデル鉛直２次元モデル

水環境：ダム供用後の予測
水温・ＳＳの予測条件水温・ＳＳの予測条件

○流況・気象○流況・気象
多様な流況であった平成８～１７年多様な流況であった平成８～１７年を対象を対象

○貯水池運用（放流量）○貯水池運用（放流量）
利水計算利水計算結果をもとに設定結果をもとに設定

○取水設備の運用○取水設備の運用
表層取水表層取水（取水深１．０ｍ）（取水深１．０ｍ）

横瀬川ダムの供用後に、横瀬川ダムの供用後に、
平成８～１７年の気象・流況が生起した場合の水質を予測平成８～１７年の気象・流況が生起した場合の水質を予測
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水温の予測結果水温の予測結果（例：ダム直下地点・平成８年流況）（例：ダム直下地点・平成８年流況）

水環境：ダム供用後の予測
水温の評価基準水温の評価基準

140

130

120

110

100

H8.1 H8.2 H8.3 H8.4 H8.5 H8.6 H8.7 H8.8 H8.9 H8.10 H8.11 H8.12

標
高

E
.L
.(m

)

取水位置

0

5

10

15

20

25

30

35

H8.1 H8.2 H8.3 H8.4 H8.5 H8.6 H8.7 H8.8 H8.9 H8.10 H8.11 H8.12

水
温

(℃
)

10カ年変動幅 建設後 建設前

水位低下時に冷水化水位低下時に冷水化
夏から冬にかけて温水化夏から冬にかけて温水化

水温(℃)

ダム直下ダム直下

ダムサイト鉛直分布ダムサイト鉛直分布

下流河川が下流河川が温水化・冷水化温水化・冷水化するする 環境保全措置環境保全措置

○温水化・冷水化日数：○温水化・冷水化日数：
建設前の建設前の１０カ年変動幅１０カ年変動幅を超えて温水化・冷水化する日数を超えて温水化・冷水化する日数

水環境：ダム供用後の予測
環境保全措置の検討環境保全措置の検討

○○選択取水設備の運用選択取水設備の運用（温水・冷水放流の低減）（温水・冷水放流の低減）

望ましい水温層（元の河川水温に近い層）から取水望ましい水温層（元の河川水温に近い層）から取水

取水位置を操作取水位置を操作
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水環境：ダム供用後の予測

選択取水により下流河川の選択取水により下流河川の温水化・冷水化を低減できる温水化・冷水化を低減できる
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水温の予測結果水温の予測結果；選択取水設備運用（平成８年；選択取水設備運用（平成８年 ））

冷水放流を低減冷水放流を低減
温水放流を低減温水放流を低減

水温(℃)

ダム直下ダム直下

ダムサイト鉛直分布ダムサイト鉛直分布

0

10

20

30

40

50

H15.1 H15.2 H15.3 H15.4 H15.5 H15.6 H15.7 H15.8 H15.9 H15.10 H15.11 H15.12

S
S
(m

g/
l)

建設後 建設前

25mg/L

140

130

120

110

100

H15.1 H15.2 H15.3 H15.4 H15.5 H15.6 H15.7 H15.8 H15.9 H15.10 H15.11 H15.12

標
高

E
.L
.(m

)

取水位置

水環境：ダム供用後の予測

ＳＳの予測結果ＳＳの予測結果（例：ダム直下・平成１（例：ダム直下・平成１５５年）年）

SS

(mg/L)

ダム直下ダム直下

ダムサイト鉛直分布ダムサイト鉛直分布

SSSSの評価基準の評価基準
○○SSSS２５２５mg/Lmg/L超過日数超過日数
・・SSSS２５２５mg/Lmg/L：環境基準：環境基準AAAA類型相当類型相当

１／１０規模の出水１／１０規模の出水
→変化は小さい→変化は小さい
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水環境：ダム供用後の予測
SSSSの予測結果の予測結果

3211建設後

3221水温優先時

3222建設前

横瀬川山田川

合流点有岡橋下向橋ダムサイト

4344建設後

5355水温優先時

4333建設前

横瀬川山田川

合流点有岡橋下向橋ダムサイト

SSSS２５２５mg/Lmg/L超過日数超過日数（１０カ年（１０カ年平均平均））

【【参考参考】】SSSS１１００mg/Lmg/L超過日数超過日数（１０カ年（１０カ年平均平均））

水環境：ダム供用後の予測
まとめまとめ

ー

ー

○選択取水設備の運用

温水化・冷水化を低減で
きる。（SSの上昇に留意）

環境保全措置

大規模出水時には濁水
長期化するが、ＳＳ２５
mg/Lを超過する日数は

ほとんど変化しない。

Ｖｏｌｌｅｎｗｅｉｄｅｒモデルに
よると、富栄養化現象が
発生する可能性は低い
と予測される。溶存酸素量

（DO）

富栄養化

（COD・
BOD・Chl.a）

土砂による

水の濁り

（SS）

水温
温水化・冷水化する期間
があると予測される。

予測結果予測項目
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